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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第25期 

 中間連結会計期間 
第26期 

 中間連結会計期間 
第25期

会計期間
自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2025年４月１日
至　2025年９月30日

自　2024年４月１日
至　2025年３月31日

売上高 (千円) 4,878,995 5,488,471 10,224,244

経常利益 (千円) 2,438,787 2,568,664 5,203,026

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 1,636,498 1,740,988 3,491,021

中間包括利益又は包括利益 (千円) 1,687,527 1,769,553 3,615,076

純資産額 (千円) 24,314,624 23,682,968 26,391,332

総資産額 (千円) 30,044,497 30,000,410 33,014,129

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 34.30 36.83 73.10

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) 33.90 36.46 72.24

自己資本比率 (％) 74.0 71.7 73.3

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 755,909 1,126,004 4,101,741

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △686,089 △2,990,061 311,334

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △1,586,937 △4,573,143 △1,441,634

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 6,726,757 4,778,115 11,215,316
 

(注) 当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては、重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループ(当社及び当社の関係会社)が判

断したものであります。　

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間における企業倒産件数は前年同期比3.1％増加の5,146件（帝国データバンク調べ）となり、

半期ベースでみると2021年下半期以降８半期連続の増加となっており（2000年度以降最長）、上半期としては2013

年度以来12年ぶりに5,000件を上回りました。物価高倒産や人手不足倒産は過去最多となるなど、中小企業を取り

巻く経営環境は依然厳しく、今後も企業倒産件数は増加基調が続く見通しとなっております。

このような環境下、信用リスク保証サービスは引き続き堅調に推移いたしました。人的投資の継続的拡大を基に

これを収益転嫁させるべく、営業人員の早期戦力化や営業業務支援の強化により新規顧客の取り込みおよび契約更

新率の向上を進めてまいりました。

 
[財政状態]

当中間連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ9.1％減少し、30,000,410千円となりました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ15.9％減少し、15,893,968千円となりました。これは、自己株式取得等に

より現金及び預金が3,537,201千円減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末とほぼ横ばいとなり、14,106,442千円となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ4.6％減少し、6,317,442千円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ4.7％減少し、6,202,159千円となりました。これは、前受金が218,821千

円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末と同額の115,282千円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ10.3％減少し、23,682,968千円となりました。これは、自己株式が

2,669,571千円増加したことなどによります。

 
[経営成績]

当中間連結会計期間末における保証債務は869,056,856千円(前年同期比9.8％増加)となりました。売上高は

5,488,471千円(前年同期比12.5％増加)となり、倒産件数の増加により保証履行と売上原価が増加した結果、売上

総利益は3,979,493千円(前年同期比5.8％増加)となりました。また、営業利益2,512,486千円(前年同期比5.6％増

加)、経常利益2,568,664千円(前年同期比5.3％増加)、親会社株主に帰属する中間純利益1,740,988千円(前年同期

比6.4％増加)となりました。

当中間連結会計期間における経常利益及び親会社株主に帰属する中間純利益の2026年３月期連結業績予想に対

する進捗率はそれぞれ48.5％、49.0％となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

6,437,201千円減少し、4,778,115千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
［営業活動によるキャッシュ・フロー］

営業活動の結果増加した資金は1,126,004千円(前年同期は755,909千円の増加)となりました。主な増加要因

は、税金等調整前中間純利益2,568,664千円等であります。

 

［投資活動によるキャッシュ・フロー］

投資活動の結果減少した資金は2,990,061千円(前年同期は686,089千円の減少)となりました。主な減少要因

は、定期預金の増減額2,900,000千円等であります。

 

［財務活動によるキャッシュ・フロー］

財務活動の結果減少した資金は4,573,143千円(前年同期は1,586,937千円の減少)となりました。主な減少要因

は、自己株式の取得による支出2,767,681千円等であります。

 
(3) 優先的に対処すべき事業上および財務上の課題

当中間連結会計期間において、優先的に対処すべき事業上および財務上の課題に重要な変更および新たに生じた

課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 62,720,000

計 62,720,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2025年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 47,928,900 47,942,500
東京証券取引所
プライム市場

単元株式数は100株であ
ります。

計 47,928,900 47,942,500 ― ―
 

(注)　「提出日現在発行数」欄には、2025年11月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年９月30日 ― 47,928,900 ― 3,975,185 ― 3,385,185
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(5) 【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山二丁目５番１号 6,336,800 13.7

日本マスタートラスト信託銀行株式会社
(信託口)

東京都港区赤坂一丁目８番１号　
赤坂インターシティAIR

4,775,300 10.3

江藤　公則 東京都港区 3,197,900 6.9

GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL
(ゴールドマン・サックス証券株式会社)

PLUMTREE COURT, 25 SHOE LANE, LONDON EC4A
4AU, U.K.
(東京港区虎ノ門二丁目６番１号　虎ノ門ヒル
ズステーションタワー)

3,168,771 6.8

株式会社帝国データバンク 東京都港区南青山二丁目５番20号 2,870,400 6.2

株式会社日本カストディ銀行(信託口) 東京都中央区晴海一丁目８番12号 1,552,200 3.3

株式会社ＮＴＴデータ  東京都江東区豊洲三丁目３番３号 1,440,000 3.1

GOVERNMENT OF NORWAY
(シティバンク、エヌ・エイ東京支店)

BANKPLASSEN 2, 0107 OSLO 1 OSLO 0107 NO
(東京都新宿区新宿六丁目27番30号)

1,145,286 2.4

TVC MATSU FUND
(香港上海銀行東京支店)

89 NEXUS WAY, CAMANA BAY, GRAND CAYMAN,
CAYMAN ISLANDS KY1-9009
(東京都中央区日本橋三丁目11番１号)

1,107,400 2.3

ARIAKE MASTER FUND
 (立花証券株式会社)

 C/O HARNEYS FIDUCIARY (CAYMAN) LIMITED,
4THFLOOR HARBOUR PLACE, 103 SOUTH CHURCH
STREET, POBOX10240, GRAND CAYMAN KY1-
1002, CAYMAN ISLANDS
 (東京都中央区日本橋茅場町一丁目13番14号)

1,077,900 2.3

計 ― 26,671,957 57.8
 

(注) １．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)　　　　　　　　　　　　　      4,775,300株

　　　株式会社日本カストディ銀行(信託口)　　　　　　　　　　　　　　　　　　      1,552,200株

２．2025年６月20日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、野村證券株式会社及びその共同保有者

である野村アセットマネジメント株式会社が2025年６月13日現在で以下の株式を所有している旨が記載され

ているものの、当社として2025年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株

主の状況には含めておりません。

　　　　 なお、変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
 保有株券等の数

(株)
 株券等保有割合

(％)

野村證券株式会社 東京都中央区日本橋一丁目13番１号 7,200  0.02

野村アセットマネジメント株
式会社

東京都江東区豊洲二丁目２番１号 2,263,900 4.72

計 ― 2,271,100 4.74
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３．2025年８月22日付で公衆の縦覧に供されている変更報告書において、トライヴィスタ・キャピタル株式会社

が2025年８月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2025年９月30日

現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　　　 なお、変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
 保有株券等の数

(株)
 株券等保有割合

(％)

トライヴィスタ・キャピタル
株式会社

東京都中央区日本橋兜町６番５号 2,981,000 6.22

計 ― 2,981,000 6.22
 

 

４．2025年９月24日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、ありあけキャピタル株式会社が

2025年９月16日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2025年９月30日現

在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

　　　　 なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
 保有株券等の数

(株)
 株券等保有割合

(％)

ありあけキャピタル株式会社 東京都中央区日本橋兜町５-１ 3,468,200 7.24

計 ― 3,468,200 7.24
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,786,000
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 46,118,500
 

461,185
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 24,400
 

― ―

発行済株式総数 47,928,900 ― ―

総株主の議決権 ― 461,185 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式33株を含めております。

 

② 【自己株式等】

  2025年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

イー・ギャランティ株式
会社

東京都港区赤坂
五丁目３番１号

1,786,000 － 1,786,000 3.7

計 ― 1,786,000 － 1,786,000 3.7
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２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)
就任年月日

取締役

執行役員

営業第一部長

鹿野　修司 1983年５月31日

 

2006年４月 マルハニチロ株式会社入社

2008年１月 当社入社

2012年１月 当社営業部第六課長

2017年６月 当社執行役員営業第四グループ長

2018年７月 当社執行役員社長室長

2020年10月 当社執行役員営業部門長代行

2023年４月 当社執行役員営業第一部長（現任）

2025年６月 当社取締役執行役員営業第一部長

（現任）

(注)２ 83,100
2025年

６月27日

 

取締役 堀　貴広 1961年４月３日

1985年４月 株式会社帝国データバンク入社

2002年６月 同社企画部付課長

2007年４月 同社総務部総務課長

2013年10月 同社企総部次長

2016年２月 株式会社帝国データバンク情報システム

代表取締役副社長（現任）

2018年４月 株式会社帝国データバンク人事部長

2021年８月 同社執行役員人事部長（現任）

2025年６月 当社社外取締役（現任）

(注)２ ―
2025年

６月27日

 

(注) １．取締役 堀貴広氏は、社外取締役であります。

２．取締役鹿野修司、堀貴広氏の任期は、就任の時から2026年３月期に係る定時株主総会終結の時まででありま

す。

 
(2) 退任役員

 
役職名 氏名 退任年月日

取締役 澁谷　司郎 2025年６月27日
 

 
(3) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　男性11名　女性1名　(役員のうち女性の比率8％)
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第４ 【経理の状況】

 

１　中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年４月１日から2025年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 16,315,316 12,778,115

  売掛金 78,454 79,349

  有価証券 300,000 300,000

  前払費用 ※1  1,569,664 ※1  1,623,061

  未収入金 260,113 412,835

  その他 383,547 700,606

  流動資産合計 18,907,097 15,893,968

 固定資産   

  有形固定資産 1,976,018 1,990,043

  無形固定資産 117,221 138,437

  投資その他の資産   

   投資有価証券 11,288,851 11,293,022

   繰延税金資産 257,966 257,966

   その他 466,973 426,970

   投資その他の資産合計 12,013,792 11,977,960

  固定資産合計 14,107,032 14,106,442

 資産合計 33,014,129 30,000,410

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 90,494 105,770

  未払法人税等 1,018,170 840,310

  前受金 ※2  4,748,132 ※2  4,529,310

  保証履行引当金 413,316 494,820

  賞与引当金 ― 58,000

  預り金 71,595 37,161

  その他 165,805 136,786

  流動負債合計 6,507,514 6,202,159

 固定負債   

  長期未払金 115,282 115,282

  固定負債合計 115,282 115,282

 負債合計 6,622,796 6,317,442

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,975,185 3,975,185

  資本剰余金 3,385,185 3,385,613

  利益剰余金 16,846,869 16,814,589

  自己株式 △1,068 △2,670,639

  株主資本合計 24,206,173 21,504,749

 新株予約権 157,733 157,733

 非支配株主持分 2,027,426 2,020,485

 純資産合計 26,391,332 23,682,968

負債純資産合計 33,014,129 30,000,410
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

売上高 4,878,995 5,488,471

売上原価 1,117,136 1,508,977

売上総利益 3,761,858 3,979,493

販売費及び一般管理費 ※  1,381,803 ※  1,467,006

営業利益 2,380,055 2,512,486

営業外収益   

 受取利息 43,091 75,968

 持分法による投資利益 10,532 ―

 その他 6,128 6,896

 営業外収益合計 59,752 82,865

営業外費用   

 持分法による投資損失 ― 26,687

 雑損失 1,020 0

 営業外費用合計 1,020 26,687

経常利益 2,438,787 2,568,664

税金等調整前中間純利益 2,438,787 2,568,664

法人税等 751,259 799,110

中間純利益 1,687,527 1,769,553

非支配株主に帰属する中間純利益 51,029 28,565

親会社株主に帰属する中間純利益 1,636,498 1,740,988
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

中間純利益 1,687,527 1,769,553

中間包括利益 1,687,527 1,769,553

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 1,636,498 1,740,988

 非支配株主に係る中間包括利益 51,029 28,565
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 2,438,787 2,568,664

 減価償却費 44,032 42,690

 株式報酬費用 4,747 6,951

 保証履行引当金の増減額（△は減少） 27,605 81,503

 賞与引当金の増減額（△は減少） △10,000 58,000

 受取利息 △43,091 △75,968

 持分法による投資損益（△は益） △10,532 26,687

 匿名組合投資損益（△は益） △864 △5,617

 売上債権の増減額（△は増加） 7,190 △894

 仕入債務の増減額（△は減少） 35,046 15,276

 前払費用の増減額（△は増加） △714,779 38,190

 未収入金の増減額（△は増加） 40,073 △152,722

 前受金の増減額（△は減少） △248,845 △218,821

 預り金の増減額（△は減少） △15,962 △34,433

 その他 △85,589 △250,175

 小計 1,467,819 2,099,329

 利息及び配当金の受取額 62,144 65,519

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △774,054 △1,038,844

 営業活動によるキャッシュ・フロー 755,909 1,126,004

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の増減額（△は増加） 600,000 △2,900,000

 有形固定資産の取得による支出 △76,269 △51,339

 無形固定資産の取得による支出 △24,900 △39,164

 投資有価証券の償還による収入 800,000 ―

 投資有価証券の取得による支出 △1,972,840 ―

 その他有価証券の取得による支出 △13,812 ―

 敷金の差入による支出 △565 △175

 敷金の回収による収入 2,298 618

 投資活動によるキャッシュ・フロー △686,089 △2,990,061

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △1,666,334 △1,769,956

 非支配株主への配当金の支払額 △18,568 △35,506

 自己株式の取得による支出 △35 △2,767,681

 非支配株主からの払込みによる収入 98,000 ―

 財務活動によるキャッシュ・フロー △1,586,937 △4,573,143

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,517,117 △6,437,201

現金及び現金同等物の期首残高 8,243,874 11,215,316

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  6,726,757 ※  4,778,115
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【注記事項】

(中間連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

 

(中間連結貸借対照表関係)

※１　前払費用

主として当社がリスク移転先に支払う保証料(支払保証料)及び代理店に支払う紹介料(支払手数料)に係る前払相

当額であります。

 
※２　前受金

当社が保証契約先から受取る保証料に係る前受相当額であります。

 
３　偶発債務

 

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

売掛債権保証サービスに係る保証債務 826,010,006千円 売掛債権保証サービスに係る保証債務 869,056,856千円

当社は営業活動として保証契約先から売上債権の保証
の引受を行っており、上記保証債務は当社が提供してい
る保証枠の金額を記載しております。
なお、これに係る保証債務のうち693,449,147千円につ
いては、金融機関等による保険及び保証によって補填さ
れております。

当社は営業活動として保証契約先から売上債権の保証
の引受を行っており、上記保証債務は当社が提供してい
る保証枠の金額を記載しております。
なお、これに係る保証債務のうち729,902,941千円につ
いては、金融機関等による保険及び保証によって補填さ
れております。

 

 

(中間連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

給与及び手当 505,832千円 491,622千円

賞与引当金繰入額 -  58,000 
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年９月30日)

現金及び預金勘定 12,926,757千円 12,778,115千円

預入期間が３か月超の定期預金 △6,200,000  △8,000,000  

現金及び現金同等物 6,726,757 4,778,115  
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月28日
定時株主総会

普通株式 1,669,088 35.00 2024年３月31日 2024年６月29日 利益剰余金
 

 

２．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年６月27日
定時株主総会

普通株式 1,773,268 37.00 2025年３月31日 2025年６月30日 利益剰余金
 

 

２．株主資本の著しい変動

当社は、2025年５月28日開催の取締役会決議に基づき、当中間連結会計期間において、自己株式1,849,300株の取

得を行っております。この結果、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分による自己株式の減少も含め、自己

株式が2,669,571千円増加し、当中間連結会計期間末において自己株式が2,670,639千円となっております。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)及び当中間連結会計期間(自　2025年４月１日　

至　2025年９月30日)

当社グループは報告セグメントが信用保証事業のみであるため、記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

当中間連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表計上額と時価との差額に

重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(有価証券関係)

有価証券は、企業集団の事業の運営において重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

当社グループはクレジット・デフォルト・スワップ取引を行っていますが、債務保証に準じた処理を行っている

ため、デリバティブ取引に関する注記として記載しておりません。
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(収益認識関係)

当社グループは、信用保証事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益をサービス区分に分解し

た情報は、以下のとおりであります。

前中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

 (単位：千円)

サービス区分
 報告セグメント

信用保証事業

顧客との契約から生じる収益 4,673,847

その他の収益 205,148

外部顧客への売上高 4,878,995
 

 

当中間連結会計期間(自　2025年４月１日　至　2025年９月30日)

 (単位：千円)

サービス区分
 報告セグメント

信用保証事業

顧客との契約から生じる収益 4,977,980

その他の収益 510,490

外部顧客への売上高 5,488,471
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 

 
前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
至　2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
至　2025年９月30日)

(1) １株当たり中間純利益 34円30銭 36円83銭

　 (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 1,636,498 1,740,988

　　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　　普通株式に係る親会社株主に帰属する
   中間純利益(千円)

1,636,498 1,740,988

　　普通株式の期中平均株式数(株) 47,710,874 47,271,616

(2) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益 33円90銭 36円46銭

　 (算定上の基礎)   

　　親会社株主に帰属する中間純利益調整額(千円) ― ―

　　普通株式増加数(株) 559,552 479,013

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会
計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

 

 

2025年11月14日

イー・ギャランティ株式会社

　取締役会　御中　　　　　

　

有限責任監査法人　トーマツ

　東京事務所
 

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 伊　　藤　　治　　郎  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　　村　　広　　樹  

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているイー・ギャラン

ティ株式会社の2025年4月1日から2026年3月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2025年4月1日から2025年9月

30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算

書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、イー・ギャランティ株式会社及び連結子会社の2025年9月30日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

　・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レ

ビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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　・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか

結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中

間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

　・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

ていないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

　・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

　
 

(注) １　上記の期中レビュー報告書の原本は当社(半期報告書提出会社)が別途保管しております。

　　 ２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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